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レーザー光を用いた室内乱流現象の可視化

- 浮遊粉塵の拡散過程を中心として-
VisualizationofTurbulentFlowandDustDiffusioninRoomwithLaserLightSheet

村 上 周 三*･加 藤 信 介*･赤 林 伸 一*
ShuzoMURAKAMIShinsukeKATOandShin-ichiAKABAYASHI

出力4W のアルゴンイオンレーザーを光源とし,室内模型を対象にその気流性状および室

内で発生させた粉塵の拡散現象を可視化 解析する.レーザー光をシリンドリカルレンズで

拡散させてレーザーライトシートを作成し,炭酸マグネシウムの微粉末トレーサーの散乱光

により可視化する.これにより,室内気流の微細な乱流構造が可視化解析されるほか,微粒

子そのものが可視化されるため室内で発生した粉塵の拡散現象を詳細に解析できる.

1. 序 一 本可視化システムの特徴

流れの可視化には各種の手法があるが室内気流の可視

化には主にトレーサー法が用いられることが多い.1)こ

れには

(》メタアルデヒド等の粒子を用いる方法2)

(参バブルを用いる方法

(診煙 トレーサーを用いる方法

(参スモークワイヤ一法3)

等がある.(丑,(参はトレーサー粒子自身が大きく,また

粒子間隔も疎になりやすく可視化の分解能が低い.(参は

乱流拡散によるトレーサー濃度の低下により分解能が落

ち,室内の平均的な流れの様相の可視化に留まっている

のが現状である.また④も局所的には詳細な流れ可視化

が可能であるが煙の量が少ないので乱流拡散によりすぐ

分解能が落ちてしまう短所がある.

室内気流の可視化に限らず一般的に流れの可視化には

トレーサーの要素とともに光源に対する配慮が必要とな

る.通常のランプやスリット光源等に対 し大森 ら4､

Balint8)らはレーザー光 (レーザーライトシー ト)を用い

て水の中の流れや,吹出噴流の可視化を行っている.こ

のほかレーザー光を用いて樽法輪5)は風洞内層流中におい

て建物周辺気流の可視化を行っている.また,Mailleら

は,6)･7)早くから風洞内乱流境界層中において建物周辺の

図 1 レーザー光を利用した可視化システムの概要
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